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福祉
ふ く しふ あれ い

平成 24 年度 ボランティア研修会

福祉座談会を開催しました…2㌻
福祉委員選出のお願いについて…3㌻
福祉移送サービス事業の紹介…4〜5㌻
赤い羽根共同募金、歳末たすけあい募金実績報告…6㌻
赤木五郎賞、車両の寄贈について等…7㌻
ふれあいサロン活動紹介…8㌻
ヘルパーの知恵袋・裏ワザ…9㌻
地域福祉活動報告…10〜11㌻
お知らせ…12㌻
寄付…13〜14㌻

　市社協と高梁市では、１月 17 日の“防災とボランティアの日”に「私たちは３・11 を忘れない」
をテーマに高梁市文化交流館でボランティア研修会を開催し、ボランティアや当市へ避難されてい
る方など 150 人の参加がありました。（10 面に関連記事）



　市社協では、安心して暮らせる地域社会を目指す地域福祉活動計画を策定するにあたり、市内 15
地区において、本年度も福祉座談会を開催しました。
　この福祉座談会は、各地域の民生委員児童委員、福祉委員の方々から皆さんの地域での福祉課題、ニーズ
等を把握することを目的とし、それぞれの地区において、今後の地域福祉について熱心に話し合われました。

福祉座談会を開催しました

ちょこっとお助けサービスについて

地域福祉活動計画について

敬老事業について

Ｑ　ちょこっとお助けサービスはどのようなことをしてもらえますか。
　　自分ではちょっとできないような困りごとのお手伝いをします。サービス内容は、庭の草取りや家屋

の清掃などがあり、基本的に家屋及び敷地内を範囲としており、草刈機を使用する作業は、シルバー人
材センターへご相談ください。また、このサービスでは、人を車に乗せることは想定していません。散
歩の付き添いや徒歩での買い物の付き添いを想定しています。

Ｑ　「ささえあい・たすけあい」で繋がる地域福祉の推進の中に、福祉委員を中心とした小地域福
祉ネットワークづくりとあるが、福祉委員が 1年で交代しているのでは、絵に描いた餅になる
のではないのか。

　　地域福祉に関するアンケート結果にもありますが、近所づきあいが大切であるという現状にあります。
福祉委員には近所での声掛け、地域ごとの友愛訪問をお願いします。１年で交代する町内会もあります
が、市社協としては福祉委員の継続をお願いし、推進を図ってまいります。

　このほか、多くの貴重なご意見をいただいております。これらのご意見につきましては、地域福祉活
動計画へ反映させていただき、今後の市社協の活動に活かしてまいります。

Ｑ　敬老事業はどのような場合に助成を受けられますか。
　　高齢者の長寿のお祝いを実施する敬老事業（敬老会）に対し、助成

を行います。75 歳以上が助成の対象となり、敬老事業へ参加された
人数に 1,500 円を乗じた額を助成します。また、実施地域で 88 歳に
達する方の人数に 1,500 円を乗じた額を助成します。なお、この助成
は個人ではなく事業に対して助成するものです。

Ｑ　福祉委員の活動が理解できずに委員となっている人がいる。
また、町内会の回り当番や世帯数の減少により、高齢であり
ながら委員にならざるを得ない地区がある。

　　福祉委員の活動については、小地域の日常生活の中での目配り・
気配りが大きな役割となっているので、町内会からの選出をお願い
します。なお、福祉委員へ配布している『福祉委員活動のてびき』に具体的な活動内容をまとめていま
すが、要望があれば地域に出向いて説明をさせていただきます。

福祉委員について
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　市内各町内会から選出され、町内会を活動範囲とし、住民の皆さんが安心して暮らせるように「気く
ばり・目くばりをし、お互いに励まし合い支えあう」という「福祉のまちづくり」のお世話をしていた
だく方です。

　市社協では、市内の各町内会から福祉委員の選出をお願いしています。
　選出にあたり平成 25 年度から、ボランティア活動保険加入手続きにおいて、生年月日の記入が必要
となり、福祉委員選出届を各町内会より市社協（地域福祉課・各支所）へ提出していただくこととなり
ましたので、よろしくお願いします。

福祉委員とは…

＊福祉委員選出のお願い＊

　地域の福祉ニーズを
把握し、地域住民の変
化等気がついたことが
あれば、地域の民生委
員児童委員や市社協へ
お知らせください。

　地域で行われる
行事に参加し、地
域の人々とつなが
りを深め、地域で
困っている人が少
しでも安心して暮
らしていけるよう
に、地域の人々と
の協力をお願いし
ます。

※福祉委員の任期については原則２年ですが、再任することが出来ます。任期満了や任期途中で福祉委員
　を交代された場合は、地域福祉課または各支所までご連絡ください。

地域福祉課　☎２２－７２４３　　有漢支所　☎５７－３２１８　　成羽支所　☎４２－２００５
川上支所　　☎４８－９７７０　　備中支所　☎４５－３１３１

　日常生活や地域の中で
“困っている人”“ちょっ
と気になる人”に対して、
民生委員児童委員と連携
をしながら、無理なくで
きる範囲での声かけ・見
守りをお願いします。

　市社協の福祉に関するサービスや情報を、地域の
いろいろな方にひろめ、
また、参加協力してい
ただくことで、地域の
人々とのつながりもひ
ろめてください。また、
災害時など緊急時の情
報提供や協力支援もお
願いします。

①町内のアンテナ役・パイプ役

福祉委員の活動は次のとおりです

③地域福祉活動への参加及び協力

②地域での声かけ・見守り活動

④その他の活動
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身
体
に
障
害
の
あ
る
方
や
高
齢
の
た
め
、

バ
ス
や
タ
ク
シ
ー
等
の
利
用
が
困
難
な

方
々
の
外
出
や
社
会
参
加
を
支
援
し
て
い

ま
す
。

　

次
の
目
的
に
利
用
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

　

市
内
に
住
所
を
有
し
、
居
住
さ
れ
て
い
る

方
で
、
他
人
の
介
助
無
し
で
は
移
動
す
る
こ

と
が
困
難
で
あ
り
、
お
ひ
と
り
で
タ
ク
シ
ー

や
そ
の
他
の
公
共
交
通
機
関
を
利
用
す
る
こ

と
が
困
難
な
方
で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

さ
れ
る
方
で
す
。

①
高
齢
者
世
帯
の
方
で
年
齢
が
75
歳
以
上

で
あ
っ
て
、
毎
年
の
４
月
１
日
を
基
準

日
と
し
て
前
々
年
分
の
所
得
税
が
課
せ

ら
れ
て
い
な
い
世
帯
の
方

②
身
体
障
害
者
手
帳
、療
育
手
帳
又
は
精
神

障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
を
お
持
ち
の
方

③
介
護
保
険
法
で
定
め
る
要
支
援
及
び
要

介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
方

④
人
工
透
析
を
受
け
て
い
る
方

⑤
難
病
、
末
期
が
ん
、
白
血
病
、
肝
炎
の

治
療
を
受
け
て
い
る
方

福
祉
移
送
サ
ー
ビ
ス
事
業
っ
て
？

ど
ん
な
時
に
利
用
で
き
る
の
？

ど
ん
な
方
が
利
用
で
き
る
の
？

日
頃
、
体
が
不
自
由
な
た
め
、
通
院
等
に
お
困
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

福
祉
移
送
サ
ー
ビ
ス
事
業
に
つ
い
て

社会福祉協議会ではこんな福祉サービスを行っています!
　市社協では、「ささえあい・たすけあい」の地域を目指し各種事業を進めておりますが、より市民の皆さ
んに市社協の活動について、知っていただくため様々な福祉サービスについて今号よりお知らせします。

保健・福祉団体を
通じての社会参加活動

身体障害者更生相談・
補装具の購入

正月・お盆前の買い物

入院中の方のお見舞い

公的機関での諸手続き

通　院

施設へ入居中の家族との交流

冠婚葬祭・法要・墓参り
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利
用
料
金
が
必
要
で
す
。

◎
走
行
時
間:

30
分
に
つ
き
500
円

◎
待
ち
時
間:

１
時
間
に
つ
き
500
円

※
駐
車
料
金
、
高
速
道
路
利
用
料
金
等
は
利
用
さ
れ
る
方
の
ご
負
担
と

な
り
ま
す
。

※
人
工
透
析
を
受
け
ら
れ
て
い
る
方
の
利
用
料
金
は
異
な
り
ま
す
。

　

利
用
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
会
員
登
録
が
必
要
と
な

り
ま
す
。
手
続
き
の
手
順
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

利
用
回
数
は
、
年
間
24
回
以
内
で
す
。

※
人
工
透
析
を
受
け
て
い
る
方
及
び
難
病
等
の
医
療
を
受
け
て
い
る
方

で
医
師
の
意
見
書
を
有
す
る
方
は
、
医
師
が
認
め
る
必
要
に
応
じ
た

回
数
を
限
度
と
し
ま
す
。
た
だ
し
、
人
工
透
析
医
療
を
受
け
て
い
る

方
は
、
乗
り
合
い
を
原
則
と
し
て
週
３
回
の
利
用
と
な
り
ま
す
。

　

利
用
す
る
場
合
に
は
事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
。

○
連
絡
先

　

市
社
協
（
地
域
福
祉
課
・
各
支
所
）
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

○
予
約
の
受
付

　

利
用
予
定
日
の
２
か
月
前
か
ら
３
日
前
ま
で
の
月
～
金
曜
日
（
祝
日

を
除
く
）

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分
ま
で

※
体
調
不
良
等
に
よ
り
予
約
を
変
更
・
中
止
す
る
場
合
は
、
速
や
か
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

○
運
行
時
間
と
休
業
日

　

運
行
時
間　

午
前
７
時
30
分
～
午
後
５
時

　

休
業
日　
　

年
末
年
始
（
12
月
29
日
～
１
月
３
日
）

【
人
工
透
析
を
受
け
て
い
る
方
】

　

運
行
時
間　

午
前
７
時
～
午
後
７
時

　

休
業
日　
　

日
曜
日

利
用
料
金
は
か
か
る
の
？

利
用
す
る
た
め
に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
？

利
用
回
数
は
決
ま
っ
て
い
る
の
？

予
約
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
？

　詳しい内容、手続き等については、
地域福祉課または各支所へお問合わせ
ください。

地域福祉課　☎２２ー７２４３
有 漢 支 所　☎５７ー３２１８
成 羽 支 所　☎４２ー２００５
川 上 支 所　☎４８ー９７７０
備 中 支 所　☎４５ー３１３１

①
民
生
委
員
児
童
委

員
、
福
祉
委
員
、
高

梁
市
、
市
社
協
等
へ

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

④
利
用
の
際
に
、
介
助

が
必
要
な
方
は
、
介

助
者
の
同
行
を
お
願

い
し
ま
す
。

※

介
助
者
は
、
入
会
時

に
登
録
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

③
登
録
可
能
と
な
っ
た

場
合
は
、
年
会
費
１
、

０
０
０
円
を
お
支
払

い
い
た
だ
き
、会
員
証

発
行
後
、
移
送
サ
ー

ビ
ス
が
利
用
出
来
ま

す
。福祉移送サービス会

会員証

②「
高
梁
市
福
祉
移
送

サ
ー
ビ
ス
会
」
会
員

登
録
申
込
書
を
市
社

協
へ
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

※

利
用
さ
れ
る
ま
で
に

前
も
っ
て
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

「高梁市福祉移送
サービス会」
会員登録申込

5 広報ふれあい福祉　第48号



平成 24 年度　赤い羽根共同募金法人募金にご協力いただいた法人
12 月 31 日までの受付分を掲載いたします。ご協力ありがとうございました。

（備中地区）
アグリテクノ矢崎（株）備中工場　　　　（敬称略）

　

皆
さ
ま
の
あ
た
た
か
い
ご
協
力
に
よ
り
、

目
標
額
（
580
万
円
）
を
上
回
る
多
く
の
募
金

が
集
ま
り
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

平
成
24
年
度
に
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
募
金
は
、

平
成
25
年
度
に
社
会
福
祉
協
議
会
や
民
間
福

祉
施
設
等
に
配
分
さ
れ
ま
す
。

　

皆
さ
ま
が
お
住
ま
い
の
地
域
で
幅
広
く
使

わ
れ
、
地
域
福
祉
の
推
進
に
役
立
て
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

募金区分 募金額（円）

戸別募金 4,319,700 
街頭募金 62,374 
法人募金 743,000 
学校募金 18,313 
職域募金 712,500 
イベント募金 53,815 
個人募金 6,500 
その他の募金 102,237 

合　計 6,018,439 

募金区分 募金額（円）

戸別募金 2,481,930 
個人募金 19,404 
その他の募金 11,868 

合　計 2,513,202 

～歳末たすけあい募金～
年末年始　各地域で交流行事が行われ、
たくさんの笑顔があふれました

　

歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
は
、
新
た
な
年
を
迎

え
る
時
期
に
、
支
援
を
必
要
と
す
る
人
た
ち
が

地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

住
民
の
参
加
や
理
解
を
得
て
、
様
々
な
福
祉
活

動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
も
在
宅
で
暮
ら
さ
れ
て
い
る
重
度
の

要
介
護
者
の
方
や
難
病
者
等
267
人
の
方
へ
慰
問

金
と
し
て
お
届
け
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
年
末
年
始
に
援
助
活
動
に
携
わ
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
や
福

祉
団
体
13
団
体
へ
活
動

費
の
助
成
を
し
ま
し
た
。

恒例のクリスマス会
一年間の勉強の成果を披露し、
手話歌や、劇、クイズなどで楽
しみました。障害を持つ方や家
族、一般の方々との理解を深め
る唯一の行事で、みんな楽しみ
にしています。

宇治地区のひとり暮らし、高齢
者世帯 51 人の方に手作りのお
はぎを持って訪問しました。当
日は天気が悪く寒い日でした
が、届くのを待ち望んでいた方
もあり、「久しぶりに食べてお
いしかったよ」と喜ばれました。

施設を訪問し、昔を思い出しな
がらの杵つき餅をして、入居者
の方とふれあいました。

高梁市手話ボランティアの会

有漢町ボランティアあじさいの会川上地区歳末友愛訪問ボランティア

かぐら街道布寄直売所

宇  治  婦  人  部

赤い羽根共同募金・歳末たすけあい募金に
ご協力いただきありがとうございました

赤い羽根共同募金　実績報告

歳末たすけあい募金　実績報告

高梁市身体障害者福祉協会 かたつむりの会

川関婦人部 ひまわりボランティア

四ツ葉ボランティアあざみボランティア

今回 19 回目となる施設慰問。
寒さが厳しくなる季節、温かい
体と気持ちになって元気に過ご
していただこうと、クリスマス
プレゼントを持って、4 か所の
施設を訪問し交流しました。

備北商工会女性部

75 歳以上のひとり暮らし、高
齢者世帯 211 人へ、地区のボ
ランティアがお弁当を作り、安
否確認を兼ねた友愛訪問をしま
した。

年末年始、ひとり暮らし高齢者、
障害者の方へ手作りのお寿司弁
当を持って、温かいお正月を迎
えていただけるよう友愛訪問を
しました。毎年楽しみにしてく
れています。

80 歳以上のひとり暮らし、夫婦
のみの世帯 263 人へ「よいお正
月を迎えてください」とおせち
料理を作ってお届けしました。

備中町ヘルスボランティア連絡会
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第
12
回
赤
木
五
郎
賞
の
贈
呈
式
が
２
月
19
日
、

高
梁
国
際
ホ
テ
ル
で
開
か
れ
、
今
回
、
市
社
協

役
員
等
と
し
て
の
永
年
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、

福
祉
分
野
の
功
績
と
し
て
、吉
岡
伸
子
さ
ん
（
有

漢
町
）
と
中
西
昭
博
さ
ん
（
川
上
町
）
が
、
受

賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
ほ
か
赤
木
五
郎
賞
を
受
賞
さ
れ

た
方
々
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
保
健
医
療
分
野
に
お
け
る
功
績
】

（
個
人
）

▽
吉
岡　
　

章
さ
ん
（
有
漢
町
）

【
福
祉
分
野
に
お
け
る
功
績
】

（
個
人
）

▽
安
原　

隆
資
さ
ん
（
南　

町
）

（
団
体
）

▽
高
梁
市
立
高
梁
小
学
校
児
童
会

【
環
境
分
野
に
お
け
る
功
績
】

（
個
人
）

▽
石
原　

吟
一
さ
ん　（
成
羽
町
）

　

こ
の
度
、
日
本
財
団
か
ら
車
両
整
備

の
助
成
を
受
け
、

軽
自
動
車
１
台

を
更
新
し
ま
し

た
。

　

市
社
協
で
は
、

在
宅
福
祉
サ
ー

ビ
ス
に
こ
の
車

両
を
活
用
し
て

い
ま
す
。

日
本
財
団
か
ら

　
　
車
両
助
成
を
受
け
ま
し
た

　

市
内
外
の
方
々
へ
ご
協
力
の
お
願
い
を

し
て
お
り
ま
す
、平
成
24
年
度
賛
助
会
費

に
つ
い
て
、多
く
の
方
か
ら
ご
理
解
ご
賛

同
を
賜
り
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
さ
ま
か
ら
い
た
だ
き
ま
し
た
浄
財

は
、
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
事
業
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
活
動
事
業
な
ど
の
事
業

へ
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

引
き
続
き
、
市
社
協
で
は
、
皆
様
と

共
に
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
「
さ
さ
え
あ
い
・
た
す
け
あ

い
」
の
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
の
で
、
賛
助
会
費
の
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
２
月
末
現
在
で
、
お
寄
せ
い

た
だ
き
ま
し
た
会
費
は
８
１
１
万
６
千

円
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

平
成
24
年
度

　
　
賛
助
会
費
協
力
の
お
願
い

3 月 1 日からの受付分は 5 月 15 日発行の第 49 号に掲載させていただきます。

有限会社 サンユウ縫製
だるまや商店
平しん
有限会社 藤井商事
有限会社 まるはま

■ ふるさと会員
（高梁地区）……………………………
　大阪府　　田中　重明
　東京都　　樋口　真澄
（川上地区）……………………………
　東京都　　川上美恵子

■ 法人会員
（高梁地区）……………………………
有限会社 中村損害保険
（成羽地区）……………………………
泉食堂
河内鮮魚店

平成 24 年度　社協賛助会費にご協力いただいた法人及びふるさと会員
12月16日から2月28日までの受付分を掲載しております。ご協力ありがとうございました。（順不同、敬称略）

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

岡
山
県
ヤ
ク
ル
ト
販
売
株
式
会
社
様
か

ら
車
い
す
１
台
の
寄
贈
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
車
い
す
は
、
身
体
障
害
者
福
祉

の
一
環
と
し
て
、
県
内
の
社
協
、
福
祉

施
設
、医
療
施
設
へ
配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
社
協
で
は
、
老
人
福
祉
事
業
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
活
動
事
業
等
に

活
用
し
て
い
ま
す
。

車
い
す
の
寄
贈
に
つ
い
て

賛 助 会 員
○普通会員
　高梁市民 １口１，０００円
○法人会員
　市内の法人（事業所を含む）
 １口３，０００円
○ふるさと会員
　市外居住者 １口３，０００円
○特別会員
　特別な協力者 １口５，０００円
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ふれあいサロン活動紹介

備中町　笹屋町内会ふれあいサロン

　

最
近
は
、
町
内

会
で
集
ま
る
こ
と

が
少
な
く
な
っ
て

い
る
の
で
、
親
睦

を
図
る
た
め
、
ま

ず
始
め
て
み
よ
う

と
発
足
し
た
ば
か

り
の
ふ
れ
あ
い
サ

ロ
ン
で
す
。

　

昨
年
12
月
23
日

に
は
、
町
内
の
方

に
ご
指
導
を
い
た

だ
き
な
が
ら
、
正

月
の
お
飾
り
作
り

を
し
ま
し
た
。
ほ

と
ん
ど
の
人
が
初

め
て
で
し
た
が
、

和
気
あ
い
あ
い
と

　

備
中
町
東
油
野

笹
屋
町
内
会
で
活

動
し
て
い
る
こ
の

サ
ロ
ン
は
、
農
業

が
出
来
ず
、
身
体

を
動
か
す
こ
と
の

少
な
い
農
閑
期
に

何
か
な
い
か
と
思

い
、
健
康
増
進
と

健
康
維
持
を
図
る

た
め
に
始
め
ま
し

た
。

 

私
達
の
町
内
会

は
高
齢
者
が
多
い

中
、
茶
話
会
や
卓

球
、
ジ
グ
ソ
ー
パ

ズ
ル
等
、
子
供
か

ら
お
年
寄
り
ま
で

楽
し
く
作
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

ま
た
、
１
月
14
日
に
は
と
ん
ど
焼
き
を
し
て
、
一
年
の

無
病
息
災
、
家
内
安
全
、

学
業
成
就
を
祈
り
ま
し

た
。

　

こ
れ
か
ら
も
多
世
代

が
気
軽
に
交
流
し
て
、

親
睦
を
図
り
、支
え
あ
っ

て
い
く
こ
と
を
目
的
に

サ
ロ
ン
活
動
を
実
施
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
が
楽
し
め
、
無
理
な
く
出
来
る
こ
と
を
考
え
な

が
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
笹
屋
地
区
周
辺
の
環
境

整
備
も
行
い
、
終
了
後

は
綺
麗
に
な
っ
た
地
区

内
で
和
や
か
に
交
流
し
、

親
睦
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
こ
の
サ
ロ
ン

事
業
が
も
っ
と
広
ま
り
、

お
互
い
を
地
区
で
見
守

り
、
意
識
を
深
め
末
長

く
続
く
こ
と
を
願
っ
て

い
ま
す
。

　年度末が近づいてきました。今年度の事業が終わられたサロン団体については、実績報告書の提出
をお願いします。
　今年度は、昨年度の 84 団体を上回り 101 団体がふれあいサロン活動を実施しています。
　ふれあいサロンに求めている効果は閉じこもり予防や孤立の予防、仲間づくり、生きがいづくり、
みんなと話をすることで悩みや不安を解消し、情報交換や情報収集を行い、地域住民が交流すること
で人と人とのつながりの輪を深めていく「ふれあいの場」づくりです。
　市社協では平成 25 年度も４月から申請を受付けていますので、分からないことがありましたらお気軽に
ご相談ください。
　提出先・お問合わせ先
　地域福祉課☎２２－７２４３　有漢支所　☎５７－３２１８　成羽支所　☎４２－２００５
　川上支所　☎４８－９７７０　備中支所　☎４５－３１３１

落合町　中一ふれあいサロン

お 知 ら せ
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福
祉
施
設
の

作
品
展
示
コ
ー
ナ
ー

手工芸で使い残した和紙や折り紙をち
ぎり、色分けして貼り、面白～いさる
かに合戦の出来上がり。

ちぎり絵（さるかに合戦）

いきいき交流館の利用者の方が作ら
れました。

おし花

3 月 3 日は桃の節句です。利用者の
方が折紙でお雛様を作りました。

ひな祭り

☆作り方☆
①ニンジンは下ゆでし、食べやすい大き

さに切る。
②カニかまぼこ、シメジも食べやすい大

きさに切る。
③カブは少し皮を剝いて、すりおろし、

ざるに上げて自然に汁をきり、片栗粉
を混ぜる。

④卵白は塩を加え、しっかりと泡立て③
と混ぜる。

⑤器にニンジン、カニかまぼこ、シメジ
を入れて、④をかけて蒸気の上がった
蒸し器で中火で１０分蒸す。

⑥なべで（Ａ）を煮立て、火から下して（Ｂ）
を加えてとろみを付け、⑤にかける。

⑦かざりにみかんの皮などを付ける。

こんなに簡単に出来る！
ゆで卵のみじん切り
みかんのネットをきれいに洗って乾か
しておく。ネットにゆで卵を入れて袋
の口をしっかりと持ち、ギュッと絞る
とゆで卵のみじん切りの出来上がり♪
サラダや卵サンドイッチにどうぞ

ここでは、皆さんの生活の中で役立つちょっとしたヘルパーの知恵袋・裏ワザをご紹介します。

万能だし醤油
①瓶に醤油を入れる。
②瓶に入る大きさに切っ

た出し昆布を入れる。
③１週間程度置いて、昆

布を取り出したら、万
能醤油の出来上がり！

イライラ解消 !!　ラップの端の取り方
ラップの端がひっついて、取れにくいことがあると思います。
そんな時には、ラップを箱から取り出して、ガムテープをラッ
プに沿って軽く貼って剥がしながら切り口を探します。色々
試してみましたがこの方法が一番です。

★ ★  介 護 職 員 の お す す め レ シ ピ  ★ ★

ちょこっとかぶら蒸し

ヘルパーの知恵袋・裏ワザ!!

☆材料　4 人分☆
カニかまぼこ…120g
カブ…200g
片栗粉…小さじ１
卵白…１／２個
塩…少々
ニンジン…３cm
シメジ…50g

（Ａ）だし汁…150cc
　　　塩…小さじ１／２
　　　醤油…大さじ１
　　　みりん…小さじ１

（Ｂ）片栗粉…大さじ１
　　　水…大さじ１

♪カブの風味を損なわないよう、カブ
を擦ったら、自然に水きりをする。

♪だまにならないために、水溶き片栗
粉は火から下して加える。

ポイント

備
中
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

川
上
い
き
い
き
交
流
館

巨
瀬
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

ちょっと
の

ことで
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地 福 活 報域 祉 動 告

　

こ
の
日
は
、
東
日
本
大
震
災
の
被

災
地
で
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て

活
動
さ
れ
た
竹
井
悦
子
さ
ん
（
早
島

町
）
や
福
島
県
い
わ
き
市
か
ら
岡
山

県
へ
避
難
さ
れ
て
い
た
大
見
幸
子
さ

ん
（
東
広
島
市
）
に
発
表
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

大
見
さ
ん
は
、
震
災
に
よ
っ
て
破

壊
さ
れ
た
生
活
状
況
や
人
間
関
係
に

つ
い
て
「
岡
山
県
も
い
つ
福
島
県
と

同
じ
目
に
遭
う
か
わ
か
ら
な
い
の

で
、
平
素
か
ら
家
族
や
地
域
の
繋
が

り
を
大
切
に
し
て
ほ
し
い
」
と
詳
し

く
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

研
修
会
で
は
こ
の
他
、
日
本
赤
十

字
社
岡
山
県
支
部
の
健
康
生
活
支
援

講
習
指
導
員
に
よ
る
毛
布
を
使
っ
た

ガ
ウ
ン
作
り
な
ど
の
講
習
や
、
た
か

は
し
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
に
よ

る
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ
て
の

参
加
者
の
交
流
、
ま
た
、
東
日
本

大
震
災
の
被
災
地
支
援
の
一
環
と
し

て
東
北
物
産
展
や
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ

ザ
ー
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
の
収
益
金
は
、
震
災
義
援
金
と

し
て
、
岡
山
県
共
同
募
金
会
へ
寄
付

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
多
く
の

皆
様
の
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修
会
を
開
催 

1/17

　

１
月
25
日
、
有
漢
地
区
社

会
福
祉
協
議
会
と
西
条
市
社

会
福
祉
協
議
会
小
松
・
石
根

支
部
（
愛
媛
県
）
が
、
ま
た

２
月
20
日
に
は
高
梁
市
社
会

福
祉
協
議
会
と
東
温
市
重
信

地
区
民
生
委
員
児
童
委
員
協

議
会
（
愛
媛
県
）
が
高
梁
総

合
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
合
同
研

修
会
を
行
い
、
小
地
域
福
祉

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活
動
な
ど
に

つ
い
て
情
報
交
換
を
行
う
等

交
流
を
深
め
ま
し
た
。

合
同
研
修
会
を
開
催

　

高
梁
市
福
祉
運
転
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
は
、
市
社

協
で
実
施
し
て
い
る
移
送
サ
ー
ビ
ス
事
業
や
福
祉
団

体
等
の
送
迎
活
動
を
行
っ
て
お
り
、
会
員
で
あ
る
運

転
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
対
象
に
交
通
安
全
講
習
会
を
行

い
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
運
転
適
性
検
査
を
行
っ
た
後
、
高
梁

警
察
署
か
ら
講
師
を
迎
え
、
安
全
運
転
や
交
通
ル
ー

ル
に
つ
い
て
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
「
高
齢
者
や
障
害
者
を
送
迎
し
て
い
る

身
と
し
て
、
安
全
運
転
に
は
特
に
気
を
配
っ
て
い
る

が
、
こ
れ
か
ら
も
、
無
事
故
無
違
反
で
安
全
運
転
に

臨
み
ま
す
」
と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

交
通
安
全
講
習
会 

1/24
〜
1/25

高
梁
市
福
祉
運
転
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会

西
条
市
社
会
福
祉
協
議
会
小
松
・

石
根
支
部
の
皆
さ
ん

東
温
市
重
信
地
区
民
生
委
員
児
童

委
員
協
議
会
の
皆
さ
ん
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地 福 活 報域 祉 動 告

　

ミ
ニ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
皆
さ
ん
の
支
え
で
事
業
を
行
っ
て
お
り
、

今
回
、
各
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
代
表
者
が
一

堂
に
会
し
、
合
同
会
議
を
行
い
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
各
地
域
の
実
施
状
況
の
説
明
を

行
い
、
そ
の
後
、
情
報
交
換
や
課
題
に
つ
い
て

話
合
い
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
代
表
者
は
「
各
地

域
の
問
題
点
や
活
動
内
容
な
ど
参
考
に
な
っ
た
」

と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
初
め
て
の
合
同
会
議
で
し
た
が
、
今
後

も
定
期
に
行
い
、
相
互
の
交
流
と
更
な
る
事
業

推
進
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

川
上
い
き
い
き
交
流
館
に
川
上
小
学
校
３
年

生
20
人
の
訪
問
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
日
の
交
流
は
、
児
童
に
よ
る
朗
読
、
紙
芝

居
、
リ
コ
ー
ダ
ー
演
奏
が
あ
り
、
そ
の
後
、
昔
あ

そ
び
な
ど
で
、
利
用
者
と
一
緒
に
楽
し
み
ま
し
た
。

　

け
ん
玉
、
お
手
玉
、
あ
や
と
り
な
ど
の
昔
あ

そ
び
に
、
利
用
者
は
昔
を
思
い
出
し
盛
り
上
が
っ

て
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
肩
た
た
き
や
握
手
を
し
て
、
別
れ
を

惜
し
ま
れ
る
姿
も
あ
り
ま
し
た
。

　

短
い
時
間
で
し
た
が
、
児
童
も
す
っ
か
り
打

ち
解
け
て
楽
し
い
ひ
と
時
と
な
り
ま
し
た
。

　

備
中
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に
富
家
小
学
校

５
・
６
年
生
の
児
童
18
人
の
訪
問
が
あ
り
ま
し
た
。

 

こ
の
日
は
、
児
童
の
自
己
紹
介
か
ら
交
流
が
始

ま
り
、
リ
コ
ー
ダ
ー
の
演
奏
に
よ
る
歌
や
手
話
、

紙
芝
居
、
ク
イ
ズ
が
あ
り
、
そ
の
後
、
ボ
ウ
リ

ン
グ
、
ト
ラ
ン
プ
な
ど
で
楽
し
み
ま
し
た
。

　

時
間
が
た
つ
の
を
忘
れ
る
程
盛
り
上
が
り
、利

用
者
は
「
元
気
な
パ
ワ
ー
を
も
ら
い
、楽
し
い
ひ

と
時
を
過
ご
せ
た
」と
大
変
喜
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
今
年
も
ア
ル
ミ
缶
回
収
の
収
益
金

を
「
利
用
者
の
方
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
」
と

の
ご
厚
志
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

高
梁
地
域
老
人
ク
ラ
ブ
主
催
の
市
長
と
語
ろ
う

会
が
開
催
さ
れ
、
単
位
老
人
ク
ラ
ブ
会
長
等
14
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

会
で
は
「
会
員
数
の
減
少
」や「
活
動
内
容
の
マ
ン

ネ
リ
化
」、「
リ
ー
ダ
ー
養
成
の
必
要
性
」等
、ク
ラ
ブ

活
動
を
行
う
中
で
の
様
々
な
課
題
に
つ
い
て
、近
藤

市
長
に
助
言
を
い
た
だ
き
な
が
ら
懇
談
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
一
人
は
「
悩
み
や
問
題
点
を
共
有
す

る
場
が
あ
ま
り
な
か
っ
た
の
で
、
参
考
に
し
た
い
。

ま
た
、
こ
の
よ
う
な
場
を
定
期
的
に
設
け
て
、
老

人
ク
ラ
ブ
の
活
性
化
に
繋
げ
て
い
き
た
い
」
と
話

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

ミ
ニ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
合
同
会
議
を
開
催 

1/30

小
学
生
と
の
交
流 

2/7
川
上
い
き
い
き
交
流
館

小
学
校
と
の
交
流 

2/20

備
中
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

市
長
と
語
ろ
う
会 
2/18

高
梁
地
域
老
人
ク
ラ
ブ
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　高梁市シルバー人材センターでは、高齢者の皆さんの今まで培ってこら
れた豊かな知識、経験、技術を発揮する場の提供をしています。随時会員
を募集しておりますので、お気軽にご相談ください。
▽会員になる条件
①おおむね 60 歳以上で、健康で働く意欲がある方
②シルバー人材センターの主旨に賛同し、入会説明を受け「就業承諾書・
　入会申込書」を提出された方
③市社協会長から入会を承認された方

　平成 24 年度のボランティア活動保険の補償期間が３月 31 日で終了となります。
　４月１日から活動を始められる個人・団体の方は、３月 31 日までに市社協（地域福祉課・各支所）へ
保険加入をお申し込みください。なお、平成 25 年度のボランティア活動保険料等の改定により、本会に
おけるボランティア活動保険料助成事業の助成金額も変更となりましたのでお知らせいたします。
●助成金額
　１人当たり 150 円 ( 旧 140 円 )　※ボランティア活動保険Ａプラン掛金 300 円の半額
　※Ｂプランであっても助成金額は 150 円です。
　※平成25年度ボランティア活動保険の内容については、市社協（地域福祉課・各支所）へお問合わせください。

News
お

せ
ら知

＊高梁市シルバー人材センター会員募集中＊

＊ボランティア活動保険について＊

平成２5 年度

ふれあい
相談と援助

地域福祉課 ☎22-7243　　有漢支所 ☎57-3218　　成羽支所 ☎42-2005
川上支所 ☎ 48-9770　　備中支所 ☎ 45-3131

☆各支所で定例の相談日はありませんが、随時相談に応じます。
☆相談予約や問合せ先は次のとおりです。
　地域福祉課 ☎ 22-7243　　有漢支所 ☎ 57-3218　　成羽支所 ☎ 42-2005
　川上支所 ☎ 48-9770　　備中支所 ☎ 45-3131
※プライバシーは完全に守ります。お気軽にどうぞ。

種　　　別 福祉総合相談 身体障害者相談

担当相談員 常任相談員 身体障害者相談員

場　　　所 高梁総合福祉センター 高梁総合福祉センター

時　　　間 10:00～ 15:00 10:00～ 15:00

月／日
　4月18日（木） 　4月4日（木）

　5月16日（木） 　5月2日（木）

お知らせについての
お問合わせ先

12広報ふれあい福祉　第48号



社会福祉協議会へのご寄付
ありがとうございました。

　社会福祉法人高梁市社会福祉協議会へ平成 25 年 1 月と 2 月にいただいたご寄付についてお知らせします。
心から感謝申し上げ社会福祉事業に活用させていただきます。
　なお、金額等については寄付者の意向によって掲載しています。（敬称は略させていただきます。）

25 年 1 月〜 2 月

【
香
典
・
玉
串
料
・
御
花
料
返
し
】

《
高
梁
支
会
》	

金
一
封 

松　

山 

津
野
辺
　
貢

（
故
・
寿
雄
様
）

金
一
封 

松　

山 

中
井
　
義
治

 

（
故
・
富
貴
子
様
）

金
一
封 

津
川
町 

仁
子
　
　
寛

 

（
故
・
都
様
）

金
一
封 

高
倉
町 

栗
本
　
英
夫

 
 （

故
・
俊
夫
様
）

金
一
封 

落
合
町 

森
上
　
晃
治

 
 （

故
・
広
志
様
）

金
一
封 

落
合
町 

渡
辺
　
利
明

 

（
故
・
喜
久
世
様
）

金
一
封 

中
井
町 

片
岡
　
幸
夫

 
 （

故
・
清
野
様
）

金
一
封 
巨
瀬
町 

小
川
　
和
友

 
（
故
・
豊
子
様
）

金
一
封 

落
合
町 
森
下
　
和
弘

 

（
故
・
ユ
リ
子
様
）

金
一
封 

川
面
町 
相
原
　
　
満

 

（
故
・
美
喜
枝
様
）

金
一
封 

奥
万
田
町 

川
上
　
裕
文

 

（
故
・
冨
美
子
様
）

金
一
封 

高
倉
町 

藤
井
　
恭
子

 

（
故
・
津
起
子
様
）

金
一
封 

下　

町 

仲
田
　
泰
彦

 

（
故
・
梢
様
）

金
一
封 

下
谷
町 

岡
田
　
啓
次

 

（
故
・
ア
サ
子
様
）

金
一
封 

浜　

町 

石
井
　
敏
子

 

（
故
・
新
山
秀
雄
様
）

金
一
封 

玉
川
町 

渡
辺
美
佐
穂

 
 

（
故
・
博
様
）

金
一
封 

原
田
南
町 

平
松
　
勝
秀

 

（
故
・
阿
安
女
様
）

金
一
封 

高
倉
町 

藤
原
　
嘉
昭

 
 （

故
・
昭
一
様
）

金
一
封 

落
合
町 

仲
田
　
　
豊

 
 

（
故
・
毅
様
）

金
一
封 

松
原
町 

植
田
　
葉
子

 
 （

故
・
萬
代
様
）

金
一
封 

川
面
町 

森
脇
　
勝
治

 

（
故
・
シ
メ
コ
様
）

金
一
封 

川
面
町 

森
脇
　
知
美

 

（
故
・
ヒ
サ
エ
様
）

金
一
封 

落
合
町 

花
崎
　
弘
道

 
 （

故
・
佳
子
様
）

金
一
封 

落
合
町 

田
原
　
　
健

 
 （

故
・
艶
子
様
）

金
一
封 

落
合
町 

中
倉
　
良
章

 
 （

故
・
克
子
様
）

金
一
封 

落
合
町 

信
原
　
弘
衛

 

（
故
・
安
江
様
）

金
一
封 

川
面
町 

久
内
　
昌
平

 

（
故
・
喜
和
子
様
）

金
一
封 

中
井
町 

杉
井
　
二
郎

 

（
故
・
實
様
）

《
津
川
地
区
》

金
一
封 

津
川
町 

仁
子
　
　
寛

 

（
故
・
都
様
）

《
川
面
地
区
》

金
一
封 
川
面
町 

相
原
　
　
満

 

（
故
・
美
喜
枝
様
）

金
一
封 
川
面
町 

森
脇
　
勝
治

 
（
故
・
シ
メ
コ
様
）

金
一
封 

落
合
町 
田
原
　
　
健

 

（
故
・
艶
子
様
）

金
一
封 

川
面
町 

久
内
　
昌
平

 

（
故
・
喜
和
子
様
）

《
巨
瀬
地
区
》

金
一
封 

巨
瀬
町 

小
川
　
和
友

 

（
故
・
豊
子
様
）

《
中
井
地
区
》

金
一
封 

中
井
町 

片
岡
　
幸
夫

 
 （

故
・
清
野
様
）

金
一
封 

中
井
町 

杉
井
　
二
郎

 

（
故
・
實
様
）

《
玉
川
地
区
》

金
一
封 

玉
川
町 

中
山
　
武
雄

 

（
故
・
多
美
野
様
）

《
宇
治
地
区
》

金
一
封 

宇
治
町 

赤
木
　
春
二

 

（
故
・
一
二
三
様
）

金
一
封 

大
阪
府 

馬
場
　
　
補

 

（
故
・　

五
郎
様
）

金
一
封 

宇
治
町 

平
野
　
　
茂

 

（
故
・
延
代
様
）

金
一
封 

宇
治
町 

川
上
　
隆
士

 

（
故
・
正
一
様
）

《
松
原
地
区
》

金
一
封 

松
原
町 

藤
井
　
　
肇

 
 

（
故
・
庶
様
）

《
落
合
地
区
》

金
一
封 

落
合
町 

森
上
　
晃
治

 
 （

故
・
広
志
様
）

金
一
封 

落
合
町 

日
向
　
哲
夫

 
 （

故
・
菊
枝
様
）

金
一
封 

落
合
町 

森
下
　
和
弘

 

（
故
・
ユ
リ
子
様
）

金
一
封 

落
合
町 

信
原
　
弘
衛

 
 （

故
・
安
江
様
）

《
有
漢
支
会
》

金
一
封 

有　

漢 

森
本
　
靖
恵

　
　
　

 

兵
庫
県 

大
石
　
勝
栄

 

（
故
・
大
石
房
子
様
）

金
一
封 

上
有
漢 

平
下
　
淑
子

 

（
故
・
卓
夫
様
）

金
一
封 

上
有
漢 

山
崎
　
平
夫

 

（
故
・
し
ま
子
様
）

金
一
封 

上
有
漢 

木
村
　
政
美

 
 （

故
・
五
男
様
）

《
成
羽
支
会
》

金
一
封 

下
日
名 

成
清
　
寿
一

 
 

（
故
・
史
様
）

金
一
封 

成　

羽 

干
田
尾
　
寿

 
 

（
故
・
勲
様
）

金
一
封 

布　

寄 

三
宅
　
親
光

 
 （

故
・
正
夫
様
）

金
一
封 

上
日
名 

難
波
　
浩
治

 
 （

故
・
友
雄
様
）

金
一
封 

下　

原 

岩
下
　
春
美

 
 （

故
・
晴
美
様
）

金
一
封 

布　

寄 

佐
藤
　
光
國

 
 （

故
・
円
二
様
）

金
一
封 

中　

野 

水
野
　
　
巴

 
 （

故
・
佳
雄
様
）

金
一
封 

小　

泉 

土
谷
　
正
明

 
 

（
故
・
寿
様
）

金
一
封 

長　

地 

大
福
　
直
行

 
 （

故
・
博
二
様
）

金
一
封 

倉
敷
市 

西
江
　
嘉
彰

 

（
故
・
美
智
子
様
）

金
一
封 

下　

原 

原
田
　
耕
作

 
 （

故
・
盈
子
様
）

金
一
封 

吹　

屋 

堀
　
　
勝
美

 
 （

故
・
保
子
様
）

金
一
封 

成　

羽 

徳
森
　
義
雄

 
 

（
故
・
勇
様
）

《
川
上
支
会
》

金
一
封 

仁　

賀 

石
井
　
静
恵

 
 

（
故
・
宏
様
）
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この広報紙は、寄付金の一部を活用して発行しています

この広報誌は再生紙を使用しています。

編 

集 

後 

記

金
一
封 

高　

山 

佐
藤
　
武
之

 
 （

故
・
信
子
様
）

金
一
封 

地　

頭 

藤
川
　
重
隆

 
 （

故
・
安
治
様
）

金
一
封 

地　

頭 

石
川
　
容
子

 

（
故
・
小
夜
子
様
）

金
一
封 
領　

家 

池
田
　
哲
也

 
 （

故
・
幸
和
様
）

金
一
封 

仁　

賀 
繁
森
　
英
利

 
 

（
故
・
誠
様
）

金
一
封 

領　

家 
赤
松
　
紀
子

 
 （

故
・
俊
彦
様
）

金
一
封 

高
山
市 

山
元
　
憲
民

 
 （

故
・
友
惠
様
）

金
一
封 

地　

頭 

藤
川
　
浩
一

 
 （

故
・
隆
二
様
）

《
備
中
支
会
》

金
一
封 

倉
敷
市 

吉
井
　
德
次

	
	（

故
・
金
丸
様
）

金
一
封 

西
油
野 

川
上
　
定
夫

 
 （

故
・
信
子
様
）

金
一
封 

布　

賀 

藤
田
　
　
昭

 
 （

故
・
佳
世
様
）

金
一
封 

長　

屋 

細
川
　
　
勉

 

（
故
・
ア
サ
コ
様
）

金
一
封 

布　

賀 

藤
田
寿
眞
子

 
 （

故
・
亀
三
様
）

金
一
封 

平　

川 

泉
　
　
儀
武

 
 （

故
・
智
子
様
）

金
一
封 

東
油
野 

宮
城
　
弘
志

 
 （
故
・
哲
之
様
）

金
一
封 

布　

賀 

小
坂
　
幸
男

 

（
故
・
健
太
郎
様
）

金
一
封 

布　

賀 

田
村
　
昭
一

 

（
故
・
千
歳
様
）

【
一
般
寄
付
】

《
高
梁
支
会
》

金
一
封 

 

匿
　
　
　
名

（
社
会
奉
仕
と
し
て

第
344
回
、
第
345
回
目
）

二
万
五
千
二
百
四
十
四
円

昭
和
19
年
度

　
高
梁
国
民
学
校
卒
業
生
同
窓
会

代
表
　
東
　
隆
弘

 

（
一
般
寄
付
と
し
て
）

金
一
封 

南　

町 

安
原
　
隆
資

 （
赤
木
五
郎
賞
受
賞
記
念
と
し
て
）

金
一
封 

川
上
町 

中
西
　
昭
博

 （
赤
木
五
郎
賞
受
賞
記
念
と
し
て
）

《
落
合
地
区
》

金
一
封 
落
合
町 

藤
原
　
清
治

 
（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

《
有
漢
支
会
》

金
一
封 

有　

漢 
山
縣
　
梅
代

 

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封 

有　

漢 

畠
木
ス
エ
ノ

 

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封 

上
有
漢 

湯
井
富
美
恵

 

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封 

上
有
漢 

綱
島
　
繁
廣 

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封 

有　

漢 

森
本
　
　
勲 

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封 

有　

漢 

吉
岡
　
　
章 

（
赤
木
五
郎
賞
受
賞
記
念
と
し
て
）

金
一
封 

有　

漢 

吉
岡
　
伸
子 

（
赤
木
五
郎
賞
受
賞
記
念
と
し
て
）

金
一
封 

有　

漢 

佐
倉
　
久
代 

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封 

有　

漢 

吉
田
　
　
清 

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封 

有　

漢 

森
岡
　
興
道 

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

《
成
羽
支
会
》

金
一
封 

下　

原 成
羽
民
謡
同
好
会

　
（
社
会
福
祉
事
業
に
対
す
る

寄
付
と
し
て
）

金
一
封 

小　

泉 

山
本
　
智
雄

 （
全
国
社
会
福
祉
協
議
会
会
長

表
彰
受
賞
記
念
と
し
て
）

《
川
上
支
会
》

金
一
封 

七　

地 

亀
川
　
　
巍

 

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封 

高
山
市 

山
元
と
も
枝

 

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封 

仁　

賀 

金
尾
　
伸
之

 

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封 

三　

沢 

中
西
　
昭
博

 （
赤
木
五
郎
賞
受
賞
記
念
と
し
て
）

《
備
中
支
会
》

金
一
封 

布　

賀 

前
原
　
信
二

 

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

　

１
月
15
日
発
行
（
第
47
号
）
に
お

い
て
掲
載
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

◆
12
ペ
ー
ジ

【
香
典
・
玉
串
料
・
御
花
料
返
し
】

《
川
上
支
会
》

（
誤
）	

金
一
封 

地　

頭 

杉
本
　
清
子

（
故
・
秀
夫
様
）

（
正
）

金
一
封 

地　

頭 

松
本
　
清
子

（
故
・
秀
夫
様
）

　
暖
か
い
日
が
増
え
、
春
の
訪
れ
を
感
じ
る
季
節
に
な
っ
て

き
ま
し
た
。
ま
た
、
同
時
に
花
粉
の
飛
散
も
増
え
、
花
粉
症

の
私
に
と
っ
て
は
辛
い
時
期
で
も
あ
り
ま
す
。

　
さ
て
、
今
回
の
広
報
紙
で
は
、
福
祉
移
送
サ
ー
ビ
ス
の
紹

介
を
し
て
い
ま
す
。
ま
だ
知
ら
な
い
方
も
た
く
さ
ん
お
ら
れ

る
と
思
う
の
で
、
も
っ
と
多
く
の
方
に
こ
の
事
業
を
知
っ
て

い
た
だ
き
、
利
用
に
つ
な
が
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
今
年
に
入
っ
て
市
内
各
地
で
福
祉
座
談
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
多
く
の
方
か
ら
貴
重
な
ご
意
見
を
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
後
も
福
祉
向
上
の
た
め
に
職

員
一
同
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。　
　
　
　
（
Ｏ
）

　

あ
っ
と
い
う
間
に
１
年
間
が
終
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
も
無
事
に
６
回
の
発
行
を
す
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

構
成
、
写
真
撮
影
な
ど
大
変
で
し
た
が
、
完
成
し
た
物
を
見

る
と
「
こ
う
し
た
方
が
良
か
っ
た
か
な
」「
特
集
な
ど
が
マ

ン
ネ
リ
じ
ゃ
な
か
っ
た
か
な
」
と
思
う
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

　

広
報
委
員
を
引
き
受
け
る
ま
で
は
担
当
で
は
な
い
他
課

の
事
業
に
つ
い
て
深
く
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
も
多
々
あ
り

ま
し
た
が
改
め
て
知
る
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
今
号

よ
り
市
社
協
が
行
っ
て
い
る
各
種
事
業
に
つ
い
て
、
よ
り
皆

さ
ん
に
『
社
協
』
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
連
載
で
福
祉

サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
て
い
き
ま
す
の
で
ご
覧

に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｎ
）
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